
静
岡
県

持
続

的
食
料

シ
ス
テ

ム
実
施
計

画
（

概
要
）

　

生
物
多
様
性

保
全
や
地
球
温
暖
化
防
止
等
に
高
い
効
果
を
示
し
、

国
連
の
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達
成
に
も
貢

献
す
る
と
し

て
、
農
業
の
脱
炭
素
の
取
組
は
世
界
的
な
潮
流

<国
の
農
業
に
お
け
る

環
境
負
荷
低
減
関
係
の
改
定
・
策
定
>

●
20
20
(R
２
).
4月

 
有
機
農
業
推
進
基
本
方
針
の
改
定

　
1
0
年
後
の
生
産
・
消
費
の
目
標
と
し
て
、
以
下
を
設
定

　
【
有
機
農
業
取

組
面
積

】
 
 
 
 
2
3
.
5
千
h
a
(
2
0
1
7
)
→
6
3千

ha
(
20
3
0
)

 
 
【
有
機
農
業
者

数
】
　
　

 
 
  
1
1.
8
千
人
(
2
0
0
9
)
→
3
6千

人
(
20
3
0
)

 
 
【
有
機
食
品
の

国
内
シ
ェ

ア
】
 
 6
0
％
　
(
2
0
1
7
)
→
　
8
4
％
(
20
3
0
)
 

●
20
21
(R

３
).
5月

 
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
策

定
　
持
続
可
能
な

食
料
シ
ス
テ
ム
構
築
を
急
務
と
し
、
2
05
0年

ま
で
に
　

　
目
指
す
姿
を

提
示

　
万

ha

【
目

指
す
姿
(
20
5
0
)
】

・
農

林
水
産
業
の
ゼ
ロ

　
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
化

・
有
機
農
業
の
取
組

　
面
積
割
合
2
5％

　
(
1
0
0
万
h
a
)
に
拡
大

　
　
　
ほ
か
全
1
4
項
目

背
景

取
組
目
標

静
岡
県
持
続
的
食
料
シ
ス
テ
ム
実
施
計
画
の
概
要
（
計
画
期
間
：
第
１
期
Ｒ
４
～
７
年
度
、
第
２
期
Ｒ
８
～
1
2
年
度
）

生
産
、
流
通
・
販
売
、
消
費
、
教
育
、
行
政
な

ど
各
分
野
が
一
体
で
創
意
工
夫
し
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
環
境

負
荷
低
減
に
貢

献
し
な
が
ら
経
営
的
に
も
持
続
可
能
な
農
業
へ

の
転
換
を
図
る
。

推
進
の
た
め
の
施
策

令
和
５
年
３
月
策
定

本
県
の
現
状
・
課
題

●
生
産
の
現
状

全
耕
地
面
積
の

う
ち
環
境

負
荷
低
減

の
割
合
は

、
ピ
ー
ク

時
(
H2
8
)
の

5
.
1
％
よ
り
減
少
し

て
お

り
、
令

和
２
年

度
は

4
.
0
％
(
県
調
査

)。
有
機
農
業
面
積

の
う
ち
輸

出
需
要
が

伸
び
て
い

る
有
機
茶

が
約
５

割
超

●
消
費

の
現

状
有
機
農
業
生

産
物
を

購
入
し

た
こ

と
の
あ
る

人
は
６
割
弱
（
県

調
査
結

果
）
ま
で
伸

び
た
も

の
の
近
年
は

横
ば
い
状

態

●
20
22
(
R４

)
.7
月
 
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
の
施
行

　
持
続
可
能
な

食
料

シ
ス
テ

ム
構
築

を
目
的

に
、
国
、

地
方
自
治

体
の

責
務
と
事
業

者
、
消
費

者
の
努
力

な
ど
を
規
定

　

分
 
野

課
 
題

全
 
体

生
産
、
販
売
の
面
で
個
々
の
取
組
が
多
い

収
益
性
の
モ
デ
ル
が
少
な
く
不
安

生
 
産

品
質
及
び
収
量
が
不
安
定

栽
培
技
術
指
導
者
が
少
な
い

流
通
・
販
売

販
売
先
の
確
保
が
困
難
（
ロ
ッ
ト
や
価
格
）

消
 
費

購
入
す
る
消
費
者
が
限
定
的

●
環
境

負
荷

低
減

の
各

分
野

の
課

題

指
標

現
状
値

目
標
値

R
7

R
1
2

化
学
肥
料
使
用
量
低
減

2
0
1
6
年
肥
料
年
度

ー
2
0
％
減

化
学
農
薬
使
用
量
低
減

2
0
1
9
年
農
薬
年
度

ー
2
0
％
減

有
機
農
業
の
取
組
面
積

4
1
8
h
a
(R
3
)

6
2
0
h
a

8
2
0
h
a

環
境
負
荷
低
減
技
術
導
入

1
5
産
地
(R
元
)

2
1
産
地

ー

省
エ
ネ
機
器
・
資
材
導
入

ー
3
h
a
/
年
度

ー

推
進
体
制

・
生
産
者
や
消
費
者
、
団
体
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
大
学
、
研
究
機
関
、

行
政
で
構
成
さ
れ
る
持
続
的
食
料
シ
ス
テ
ム
円
卓
会
議
を
設
立

・
構
成
員
は
当
事
者
と
し
て
対
等
な
立
場
で
参
加
し
、
既
存
の
組
織

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
含
め
、
各
分
野
の
取
組
を
有
機
的
に
連
携
さ

せ
持
続
的
食
料
シ
ス
テ
ム
を
構
築

静
岡
県
持
続
的
食
料
シ
ス
テ
ム
円
卓
会
議

行
政

消
費
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ

研
究
機
関

生
産
者

団
体

販
売

区
 
分

内
 
容

有
機
農
業
等
の
推
進

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
づ
く
り

県
持
続
的
食
料
シ
ス
テ
ム
円
卓
会
議
設
立
・
運
営

地
域
ぐ
る
み
で
有
機
農
業
に
取
り
組
む
市
町

を
支
援

有
機
農
業
の
生
産
か
ら
消
費
ま
で
、
事
業
者
や
住
民
を
巻
き
込
ん
で

推
進
す
る
取
組
の
試
行
や
体
制
づ
く
り
を
支
援

有
機
農
業
指
導
者
育
成

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
検
査
員
養
成
研
修
の
実
施

機
運
醸
成
と
情
報
発
信

行
政
Ｊ
Ａ
向
け
研
修
会

Ｈ
Ｐ
運
営
及
び
周
知
Ｐ
Ｒ

環
境
負
荷
低
減
技
術

実
証
・
普
及

現
地
実
証
を
通
じ
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成

グ
リ
ー
ン
な
栽
培
体
系
へ
の
転
換
を
支
援

化
学
肥
料
農
薬

低
減
技
術
導
入

低
減
技
術
導
入
の
た
め
の
推
進
体
制
整
備

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
土
壌
診
断
体
制
や
病
害
虫
予
察

■
重
点
的
な
取
組
事
項

　
第
１
期
で
普
及
推
進
体
制
を
整
備
し
、
第
２

期
で
面
的
な
取
組
へ
展
開

　
①
県
内
産
地
が
一
体
と
な
っ
た
新
し
い
慣
行

栽
培
へ
の
転
換
に
向
け
、
土
壌
診
断
に
基
づ
く
施
肥
体
系
の
見
直
し
及
び
化
学
農
薬
使

用
量
低
減
の
た
め
の
総

合
防
除
の
推
進
【
慣
行

栽
培
】

　
②
有
機
農
業
の
取
組
面
積
拡
大
の
た
め
の
新
規
参
入
促
進
【
有
機
農
業
】

　
③
生
産
者
と
実
需
者
の
連
携
及
び
情
報
発
信
と
食
育
を
通
じ
た
消
費
者
の
購
買
行
動
の
変
容
の
促
進
【
共
通
】

2

資料２


